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附帯決議を提出！

勧
告
等
の
履
行
期
限
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

期
限
は
決
め
て
い
な
い
が
、

町
民
か
ら
理
解
を
得
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

空
き
家
対
策
は
、
緊
急
の
課

題
と
し
て
以
前
か
ら
議
会
で
も

問
題
視
さ
れ
、
早
急
な
対
策
を

行
な
う
よ
う
要
望
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
町
長
か
ら
条
例
が
提

出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
内
容
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
で
は
た

だ
ち
に
、
附
帯
決
議
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

町
長
提
出
の
条
例
は
10
条
か

ら
な
り
、
実
態
調
査
、
助
言
指

導
及
び
勧
告
、
命
令
、
立
ち
入

り
調
査
、
公
表
等
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
議
会
で
は
、

「
今
回
の
空
き
家
対
策
は
、
議

会
で
も
先
進
地
視
察
を
含
め
検

討
を
重
ね
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
長
か
ら
突
然
条
例
が

提
案
さ
れ
、
議
会
と
の
信
頼
関

係
を
損
な
う
。
町
民
の
生
命
財

産
を
守
る
立
場
か
ら
、
条
例
の

提
案
は
一
歩
前
進
と
評
価
し
可

決
す
る
が
、
今
後
、
附
帯
決
議

の
３
項
目
に
十
分
留
意
さ
れ
た

い
。

　

こ
れ
か
ら
は
重
要
な
案
件
を

議
会
に
提
出
す
る
場
合
は
、
事

前
に
十
分
協
議
す
る
場
を
設
定

す
る
よ
う
求
め
る
」
と
し
て
、

附
帯
決
議
を
提
出
し
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
に
対
す
る
質
疑

行
政
側
の
調
査
だ
け
で
は

一
方
的
に
な
ら
な
い
の
か
。

第
三
者
の
審
議
委
員
会
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

要
綱
等
を
定
め
て
公
平
、

透
明
に
努
め
る
。

　
　
　
　

質

質

答

答

9月
定例
議会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
の
12
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決
算
を
認
定
し
、
人
事
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
２
名
の

う
ち
１
名
を
不
同
意
と
し
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
評
価
委
員
と
町
有
林
運
営
委
員
は
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
件
の
条
例
と
一
般
会
計
及
び
簡
易
水
道
特
別
会
計
、
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
は
全
て
可
決
、
３
件
の
請
願
を
採
択
し
、
４
件
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

１　

条
例
施
行
後
、
解
体
等
が
で
き
ず
に
既
存

　

の
法
令
等
で
は
問
題
が
解
決
で
き
な
い
場
合

　

は
、
速
や
か
に
行
政
代
執
行
な
ど
の
実
効
性

　

あ
る
も
の
に
調
査
検
討
す
る
こ
と
。

　
２　

本
町
に
あ
っ
て
は
一
人
暮
ら
し
、
あ
る
い

　

は
高
齢
者
等
で
、
町
の
勧
告
を
受
け
て
も
解

　

体
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

　

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
な
ど
特
殊
事
情
を

　

勘
案
す
る
内
容
を
組
み
入
れ
る
よ
う
調
査
検

　

討
す
る
こ
と
。

３　

勧
告
を
受
け
た
空
き
家
が
行
政
上
必
要
と

　

思
わ
れ
る
土
地
に
存
す
る
場
合
、
町
で
土
地

　

を
含
め
た
寄
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

か
調
査
検
討
す
る
こ
と
。

（
１
）
目
的

　
　

所
有
者
に
対
し
、
適
正
な
管
理
を
義
務
付
け
、
空
き
家

　

が
管
理
不
全
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
止
し
、
安
全
安
心

　

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
町
民
か
ら
の
協
力

　
　

町
民
は
周
辺
に
管
理
不
全
な
空
き
家
等
が
あ
っ
た
場
合

　

は
、
町
に
対
し
情
報
を
提
供
す
る
。

（
３
）
町
の
対
応

　

・
町
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、
町
は
実
態
調
査
を

　
　

行
な
う
。

　

・
実
態
調
査
の
結
果
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
認

　
　

め
ら
れ
る
空
き
家
等
の
所
有
者
に
対
し
、
町
は
、
助
言

　
　

又
は
指
導
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
助
言
又
は
指
導
に

　
　

応
じ
な
い
場
合
は
、
期
限
を
定
め
て
必
要
な
措
置
を
講

　
　

ず
る
よ
う
勧
告
で
き
る
。

　

・
所
有
者
が
勧
告
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
期
限
を
定
め
て

　
　

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
等
を
公
表
で

　
　

き
る
。

（
４
）
施
行
期
日

　
　

空
き
家
等
の
所
有
者
に
対
し
て
義
務
を
課
す
内
容
で
あ

　

る
た
め
、
一
定
の
周
知
期
間
を
経
て
施
行
す
る
必
要
が
あ

　

る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
11
月
1
日
を
施
行
日
と
す
る
。

附
帯
決
議

▲ 水沢の国道112号線沿いにある危険な空き家

西
川
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
概
要

町の空き家等の適正管理に関する条例に対して

議会初の
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条
例
等

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
長
寿

命
化
対
策
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
改
正

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
　

（
以
上
全
員
賛
成
）

人
事

◎
教
育
委
員
の
任
命

　

奥
山
育
男
氏

　

（
賛
成
３　

反
対
６
）

　

奥
山
秀
征
氏

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　

員
会
委
員
の
選
任

　
　

柴
田
隆
一
氏

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

　
　

佐
藤
勝
男
氏

　

（
賛
成
８　

無
効
１
）

　
　◎

町
有
林
運
営
委
員
会
委

　

員
の
任
命

　
　

古
沢
憲
一
氏

　

（
賛
成
８　

反
対
１
）

条
例
等

人
事

　

平
成
24
年
７
月
17
日
に

第
４
回
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、
当
初
予
算
に
４
千

522
万
円
を
追
加
す
る
補
正

予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
追
加
は
、
凍
上
災

害
の
復
旧
工
事
、
根
子
川

林
道
路
肩
整
備
、
小
学
校

校
舎
の
出
窓
と
体
育
館
手

す
り
改
修
で
す
。

質
疑小

学
校
の
階
段
と

出
窓
の
修
繕
の
件

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

の
観
点
か
ら
、
工
事
の
方

法
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
再
度
検
討
し

結
果
を
報
告
し
て
も
ら
い

た
い
。再

度
、
設
計
・
施

工
業
者
と
協
議
し

検
討
す
る
。

第
4
回
臨
時
議
会

7
月
17
日
開
催

質
疑

質
疑西

川
町
総
合
開
発
株
式
会

社
の
機
械
購
入
費
は
全
額

町
負
担
な
の
か
。

町
の
も
の
な
の
で
全
額
町

負
担
で
あ
る
。

青
年
就
農
給
付
金
は
、
新

規
就
農
者
が
対
象
な
の
か
。

新
規
就
農
者
だ
け
で
な
く

既
に
就
農
し
て
い
る
青
年

も
対
象
と
な
る
。
今
回
は
２
名

に
給
付
し
て
い
る
。

小
水
力
発
電
の
予
算
は
、
調

査
費
な
の
か
。

調
査
費
だ
が
、
今
回
は
水
沢

地
区
に
新
規
に
設
置
し
、
銘

水
館
の
庭
の
街
灯
に
利
用
す
る
。

今
回
の
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
町
の
か
さ
上
げ
が

な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

２
次
募
集
か
ら
は
県
の
み
の

助
成
と
な
る
。

質 質

質

質質

答

答

答

答

答

補正
予算

平成23年度決算全員賛成で認定 一般会計は、当初予算額に1,975万円を追加し４７億
８,３７３万円に。公共下水道事業特別会計は60万円を
追加し２億1,421万円に、介護保険特別会計は4,006
万円を追加し６億6,247万円に、宅地造成事業特別会計
は繰入金を繰越金に組換えし、水道事業会計は400万円
を追加し1億2,072万円に。（全員賛成）

　

昨
年
度
に
比
べ
財
政
状

況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
の
収
納
率
も
平

成
19
年
度
か
ら
県
内
ト
ッ

プ
の
座
を
保
っ
て
い
る
こ

と
は
、
町
民
の
皆
様
の
納

税
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債

残
高
は
62
億
４
千
700
万
円

で
す
が
、
平
成
23
年
度
は

前
年
度
比
57
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
減
の
４
億
５
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見

の
報
告
の
中
で
、
「
一
部

事
務
処
理
の
誤
り
が
見
ら

れ
た
」
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
事

務
処
理
に
つ
い
て
も
、
議

会
と
し
て
監
視
し
て
い
き

ま
す
。

西
川
町
の
財
政
は

大
丈
夫
で
す
！

※
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
町
の
財

　

政
状
況
の
健
全
度
を
示
す
比
率
。

決算詳細については、10月号の町報をご覧ください

請
願全員賛成で採択意見書の

提出

主な補正予算
■一般会計
　総務費
　　大井沢温泉館水中モーターポンプ修繕料　194万円
　　地ビール製造管理システム整備費　　　　275万円
　民生費
　　介護保険特別会計操出金　　　　　　　　354万円
　農林水産費
　　農産加工物施設及び微粉砕機器整備等　　715万円
　　創意工夫プロジェクト支援事業　　　　　310万円
　　営農に関する各種支援　　　　　　　　　815万円
　　小水力発電実証事業　　　　　　　　　　100万円
　土木費
　　大型ロータリー除雪車除雪委託料等　　1,022万円
　　住宅地造成事業費　　　　　　　　　　　332万円
　　宅地造成操出金　　　　　　　　　　　6,665万円
　教育費
　　廃校施設維持管理費　　　　　　　　　　226万円
　　交流ｾﾝﾀｰあいべ駐車場区画線整備費　　　102万円
　災害復旧費
　　町単独土木施設災害復旧事業費　　　　　608万円
　公債費
　　廃校施設繰上げ償還　　　　　　　　　2,699万円

西川町の※健全化判断比率の状況
実質公債費比率 将来負担比率

全会計の償還額が標準財政
規模に占める割合

将来一般会計から負担され
ると想定される金額等が標
準財政規模に占める割合

１５．６％ ５５．７％

会　計 収　入 支　出 収支差引

病院事業会計 収益的 ７億２，５５５万円 ７億２，２２７万円 ３２８万円
資本的 ５５４万円 ７，１３７万円 △６，５８３万円

水道事業会計 収益的 １億２，0１３万円 １億１，０５４万円 ９５９万円
資本的 １億９，８０２万円 ２億７，０６１万円 △７，２５８万円

会　　計 歳入総額 歳出総額 差引残額
一　般　会　計 50億2,425万円 45億6263万円 4億6,163万円

特
別
会
計

国民健康保険 事業勘定 7億5,606万円 6億5,664万円 9,942万円
施設勘定（大井沢診療所） 348万円 340万円 8万円

簡易水道 2,952万円 2,840万円 113万円
路線バス事業 5,800万円 5,800万円 0円
公共下水道事業 2億1,239万円 2億1,160万円 79万円
農業集落排水事業 2,843万円 2,795万円 48万円
寒河江ダム周辺施設管理事業 415万円 392万円 23万円
後期高齢者医療 7,889万円 7,858万円 31万円
介護保険 6億4,376万円 6億4,314万円 62万円
宅地造成事業 8,743万円 2,077万円 6,665万円

合　　計 69億6,237万円 62億9,503万円 6億3,134万円

25.0%以上は
危ない！

350.0%以下
ならＯＫ！

▲ 西川小学校初めての運動会

●金額は、すべて万円未満を四捨五入して表示しています。

意
見
書

○
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

　

す
る
「
地
方
財
源
を
確

　

保
・
充
実
す
る
仕
組　

　

み
」
の
構
築
を
求
め
る

　

意
見
書

　

提
出
先　

関
係
各
大
臣
、

　
　
　
　
　

衆
・
参
議
長

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
医

　

療
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

提
出
先　

関
係
各
大
臣
、

　
　
　
　
　

衆
・
参
議
長

○
少
人
数
学
級
の
推
進
な

　

ど
定
数
改
善
、
義
務
教

　

育
費
国
庫
負
担
制
度
２

　

分
の
１
復
元
に
か
か
る

　

意
見
書
の
提
出
に
関
す

　

る
意
見
書

　

提
出
先　

関
係
各
大
臣

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
先　

関
係
各
大
臣
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緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の

動
き
が
見
え
な
い
。　
　

　
　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
は

N
P
O
法
人
で
、
町
が

N
P
O
に
費
用
を
出
し
て
い
る
。

期
間
は
１
年
間
で
し
ば
り
は
な

い
。
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
と

受
入
れ
先
と
が
協
議
し
て
活
動

内
容
を
決
め
て
い
る
。

消
防
団
員
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。
地
域
格
差
が
あ

り
、
出
動
で
き
る
体
制
が
と
れ

な
い
地
区
も
あ
る
。
全
般
的
な

見
直
し
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

現
在
17
名
欠
員
と
な
っ
て

お
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
。
今
後
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

現
在
は
こ
の
ま
ま
の
体
制
と
し

た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
・

　
商
工
費
・
土
木
費
】

40　

の
耕
作
放
棄
地
を
減

ら
す
た
め
に
、
支
援
し
て

も
ら
い
た
い
。

ha

た
ら
良
い
か
な
ど
の
設
計
を
委

託
し
て
い
る
。
こ
れ
を
す
る
こ

と
で
、
事
業
発
注
が
す
ぐ
に
で

き
る
。

 

病
院
事
業
会
計

看
護
師
の
数
は
、
厚
生
労

働
省
の
設
置
基
準
数
を
満

た
し
て
い
る
か
。

基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る

が
、
あ
と
２
〜
３
人
い
れ

ば
育
児
休
暇
等
を
取
っ
て
も
影

響
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
減
少
し

て
い
る
が
、
方
針
な
の
か

そ
れ
と
も
希
望
者
が
い
な
い
の

か
。

理
学
療
法
士
が
２
名
か
ら

１
名
に
減
少
し
た
の
で
、

業
務
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
今
後
町
の
保
健
医
療

福
祉
施
策
の
中
で
検
討
す
る
が
、

１
人
体
制
で
は
外
に
出
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
と
な
っ

て
い
る
。

 

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

委
託
料
２
千
万
円
は
と
て

も
高
い
と
感
じ
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

一
番
大
き
い
の
は
調
査
設

計
委
託
料
。
人
口
集
積
地

の
造
成
に
か
か
る
調
査
設
計
の

中
に
、
ど
れ
だ
け
の
土
を
ど
こ

か
ら
と
っ
て
、
ど
こ
に
土
盛
り

す
る
か
。
道
路
は
ど
こ
に
作
っ

 

一
般
会
計

　
【
議
会
費
・
総
務
費
】

山
間
地
の
町
内
会
で
は
組

織
の
維
持
が
難
し
く
、
役

職
や
隣
組
等
を
統
廃
合
す
る
と

町
内
会
長
報
酬
が
減
少
し
、
活

動
に
支
障
を
き
た
す
。
集
落
機

能
維
持
の
た
め
の
交
付
金
を
新

設
で
き
な
い
か
。

町
が
支
払
う
町
内
会
長
報

酬
は
お
知
ら
せ
等
の
配
布

物
に
対
し
て
支
払
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
町
内
会
長
の
報
酬

は
町
内
会
活
動
費
で
は
な
い
の

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
の

経
費
は
ど
ん
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　

職
員
で
行
っ
て
い
る
の
で

お
金
は
か
け
て
い
な
い
。

今
年
度
は
子
ど
も
の
出
演
を
予

定
し
て
い
る
の
で
、
謝
礼
は
若

干
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

主
催
が
町
で
な
い
戦
没
者

追
悼
式
は
お
か
し
い
。
国

は
内
閣
総
理
大
臣
、
県
は
県
知

事
が
主
催
し
て
い
る
。　
　
　

町
長
か
ら
も
指
示
が
あ
り
、

来
年
度
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
。

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

保
育
園
の
賄
材
料
費
の
町

内
の
食
材
が
占
め
る
割
合
を
把

握
し
て
い
る
か
。　
　
　

町
内
の
商
店
か
ら
は
購
入

し
て
い
る
が
、
町
内
産
品

の
割
合
は
把
握
し
て
い
な
い
。

不
妊
治
療
は
１
回
で
30
万

円
と
聞
く
が
、
10
万
円
の

助
成
で
足
り
る
の
か
。

高
額
の
治
療
費
は
県
の
補

助
対
象
と
な
り
、
町
は
単

独
で
軽
微
な
治
療
も
対
象
に
し

て
い
る
。

【
消
防
費
・
教
育
費
・
　

　
災
害
復
旧
費
】

【
農
林
水
産
業
費
・

　
商
工
費
・
土
木
費
】

【
消
防
費
・
教
育
費
・
　

　
災
害
復
旧
費
】

住
宅
建
築
支
援
事
業
の
予

算
に
は
限
度
が
あ
る
の
か
。

補
正
し
て
も
全
部
受
け
る
の
か
。

昨
年
度
か
ら
の
３
カ
年

事
業
で
あ
り
、
申
込
み

者
全
て
に
対
応
し
て
い
く
。

【
民
生
費
・
衛
生
費
・
　

　
労
働
費
】

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
の
、
西
村

山
管
内
に
親
族
が
い
る
場

合
は
対
象
と
し
な
い
と
い
う
規

定
は
廃
止
す
る
よ
う
に
。

家
族
が
見
守
る
こ
と
が

第
一
義
的
で
あ
り
必
要

と
考
え
た
対
応
で
あ
る
。
な
お
、

関
係
者
と
協
議
検
討
は
す
る
。

「
地
域
支
え
あ
い
体
制
づ

く
り
事
業
」
の
詳
細
は
。

県
の
事
業
で
平
成
23
年

度
途
中
で
出
さ
れ
た
。

事
業
内
容
を
検
討
し
、
上
間
沢

の
地
域
サ
ロ
ン
を
申
請
し
た
。

【
民
生
費
・
衛
生
費
・
　

　
労
働
費
】

【
議
会
費
・
総
務
費
】

岩
根
沢
三
山
神
社
の
改
修

費
補
助
は
所
有
者
が
鶴
岡

市
の
羽
黒
山
神
社
で
あ
り
、
町

外
の
所
有
物
に
対
し
て
補
助
す

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
り
、

町
の
観
光
も
含
め
て
価
値

が
高
い
建
物
な
の
で
、
国
や
県

と
合
わ
せ
て
町
で
も
支
援
す
る

の
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

育
英
奨
学
資
金
の
基
金
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
町
に
戻
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、
償
還
金
を
半
額

に
す
る
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

希
望
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
、
８
月
以
降
の
償
還
希

望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
年
度
当

初
資
金
が
不
足
す
る
た
め
、
こ

こ
数
年
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

が
増
え
て
い
る
。

　

償
還
金
免
除
は
、
全
職
種
に

つ
い
て
は
む
ず
か
し
い
が
、
不

足
し
て
い
る
医
療
職
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
川
中
学
校
の
プ
ー
ル
は

現
在
使
用
し
て
い
な
い
が
、

水
泳
の
授
業
も
含
め
た
今
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。中

学
校
の
プ
ー
ル
は
平
成

25
年
に
解
体
す
る
。
水
泳

は
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
使
っ
て
、

小
学
生
と
の
交
流
授
業
に
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

質

質 質

質質

質

質

質 質答答

答答

答答

答

答

答

集
積
で
き
る
と
こ
ろ
は
集

団
営
農
と
し
て
、
蕎
麦
の

作
付
け
を
行
な
っ
て
き
た
。
集

積
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
カ
ボ

チ
ャ
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。

農
業
後
継
者
は
町
内
で
は
足
り

な
い
の
で
、
町
外
か
ら
の
参
入

者
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

林
道
整
備
100
万
円
の
予
算

に
対
し
て
30
万
円
し
か
支

出
が
な
い
。
各
地
区
で
林
道
整

備
が
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る

と
い
う
声
が
あ
る
。
な
ぜ
使
わ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

補
助
が
1/3
で
あ
り
、
地
元

負
担
が
大
き
い
の
で
使
わ

れ
な
か
っ
た
。
今
年
は
1/2
補
助

に
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

芝
刈
り
機
の
管
理
と
利
用

の
状
況
は
。

管
理
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
に
委
託
し
て
お
り
、

使
用
状
況
の
報
告
は
求
め
て
い

な
い
。
芝
の
肥
料
と
除
草
剤
の

代
金
は
町
が
支
払
う
が
、
あ
と

は
協
会
が
全
て
行
な
っ
て
い
る
。

質質

質質

質質質

質 質質

答 答

答

答

答 答答

答 答

答

平成23年度　一般会計、特別会計、事業会計

総額74億6982万円の決算審査　認定決算審査　認定決算審査　認定
全員賛成で

▲ きれいに整備されているグラウンドゴルフ場

決 算 特 別 委 員 会
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①　

５
月
中
旬
か
ら

登
校
時
に
歩
く
取
り

組
み
を
実
践
し
た
が
、
始

業
時
間
ぎ
り
ぎ
り
と
な
る

こ
と
や
慣
れ
な
い
歩
道
で

の
危
険
性
を
考
慮
し
、
７

月
中
旬
に
終
了
し
、
現
在

は
学
校
ま
で
バ
ス
通
学
と

な
っ
て
い
る
。

②　

調
査
の
結
果
、
六
部

塚
や
義
川
が
描
い
た
「
間

沢
薬
師
」
の
現
地
な
ど
を

確
認
し
た
。

　

道
路
の
一
部
は
河
川
環

境
整
備
と
し
て
親
水
護
岸

が
実
施
さ
れ
た
が
、
作
業

場
も
あ
り
、
樹
木
が
生
い

茂
り
、
寒
河
江
川
が

見
え
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

③　

吊
橋
構
想
は
、

実
現
可
能
な
状
況
が

訪
れ
る
場
合
も
あ
る

と
思
う
が
、
今
の
と

こ
ろ
ご
意
見
と
し
て

受
け
る
に
止
め
た
い
。

長
引
く
景
気
低
迷
と

デ
フ
レ
経
済
、
雇
用

不
安
、
そ
し
て
新
た
な
消

費
税
増
税
を
考
え
る
と
、

分
譲
宅
地
が
完
売
で
き
る

の
か
。

　

住
宅
団
地
の
名
称
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
分

譲
坪
単
価
を
安
価
に
定
め
、

前
宣
伝
を
急
ぐ
べ
き
で
あ

る
。
公
営
住
宅
、
長
期
賃

貸
住
宅
や
高
齢
者
対
応
住

宅
の
具
体
的
な
建
設
計
画

は
進
ん
で
い
る
の
か
。　

　

定
住
人
口
確
保
、
若
者

定
住
に
は
、
就
労
の
場
の

確
保
と
新
た
な
職
場
づ
く

り
と
し
て
、
廃
校
舎
利
用

の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
誘

致
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

て
お
り
、
広
域
的
に
は
、

村
山
地
域
と
仙
台
地
域
の

市
町
村
間
で
防
災
連
携
の

動
き
が
あ
る
。

　

イ
エ
ロ
ー
や
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
は
、
県
が
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
い
て
調

査
し
て
人
命
優
先
で
指
定

す
る
も
の
。
当
町
で
は
調

査
を
終
え
、
地
区
説
明
会

も
終
了
し
て
い
る
が
、

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
に
住
居

が
あ
る
方
に
は
、
個
人
通

知
を
行
い
説
明
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
今

年
、
具
体
的
な
会
議
が
開

催
さ
れ
、
消
防
署
等
関
係

機
関
と
協
議
し
、
臨
時
離

着
陸
地
の
候
補
地
を
13
箇

所
と
し
た
が
、
冬
期
間
は

３
箇
所
の
み
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

一 般 質 問

町の行財政全般にわたって、問題や課題
を明らかにし、政策の改善や新規の政策
の採用を求めるために行なう論議

一般質問
とは

明確な答弁を求める！！

被
災
時
の
応
急
対
策

活
動
に
対
応
す
る
た

め
に
、
災
害
応
援
協
定
を

広
範
囲
に
結
ぶ
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
の
た
め
の
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
や
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
の
説
明
を
、
も
っ
と
的

確
に
分
か
り
や
す
く
し
な

い
と
町
民
が
戸
惑
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

11
月
に
就
航
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
が
決
定
す
る
ま

で
の
経
過
と
就
航
の
予
定

地
は
ど
こ
か
。

災
害
時
に
は
県
内

市
町
村
か
ら
応
援

が
得
ら
れ
る
体
制
に
な
っ

西
川
小
学
校
が
開
校

さ
れ
た
が
、
次
の
３

点
の
調
査
は
行
な
っ
た
か
。

①　

遠
隔
地
生
徒
の
通
学

　

状
況

②　

学
校
周
辺
川
沿
い
の

　

六
十
里
越
街
道
と
小
月

　

山
橋
下
か
ら
続
く
間
沢

　

ま
で
の
道
の
現
地
状
況

③
「
夢
が
あ
り
、
町
民
と

　

議
論
す
べ
き
課
題
」
と

　

先
に
町
長
が
答
弁
し
た

　

が
「
原
地
区
か
ら
西
川

　

小
学
校
に
架
け
る
吊
橋

　

構
想
」
は
、
急
ぎ
議
論

　

と
検
討
の
テ
ー
ブ
ル
に

　

載
せ
て
は
ど
う
か
。

質

質

答

答

防災 安全・安心な
　　 町づくりのために

災害時の応援は、得られる体制を作っている町長

学校
環境

一昨年の答弁を　　　　
前進させては

吊橋構想は、ご意見として受け止める町長奥山　敏行　議員

佐藤　耕二　議員

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

▲ 昨年の防災訓練（睦合）

質

答
町
内
の
若
者
定
住
部

会
で
町
独
自
の
恩
典

等
の
検
討
も
行
っ
て
お
り
、

来
年
３
月
ま
で
に
ま
と
め

る
。

　

造
成
工
事
は
、
来
年
８

月
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、

国
交
省
最
上
川
統
合
管
理

事
務
所
の
協
力
を
得
て

７
千
㎥
以
上
の
流
用
土
を

も
ら
い
、
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
は
平
成
25
年

に
設
計
、
26
年
に
建
設
を

計
画
し
て
い
る
が
、
長
期

賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
比
較
検

討
し
て
決
定
す
る
。

　

廃
校
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
広
く
一

般
公
募
を

行
っ
て
お
り

企
業
か
ら
の

意
見
も
念
頭

に
お
い
て
、

前
向
き
に
取

組
ん
で
い
る
。

住宅
団地

完売方策と住宅政策
　　　　　　　について

来年３月までに検討結果をまとめる町長 宮林　昌弘　議員

▲ 住宅団地造成地

▲ 瀬見温泉の吊橋
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町
づ
く
り
の
理
念
は
、

「
町
民
が
自
然
豊
か

な
町
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
町
の
資
源
を
大
切
に

し
、
町
民
と
行
政
が
協
働

し
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
と

も
し
っ
か
り
歩
む
元
気
な

町
」
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

総
合
政
策
審
議
会
や
町
民

の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
を
定
め
、

実
施
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。

　

実
施
計
画
の

中
に
は
、
各
地

区
で
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
づ

く
り
計
画
を
反

映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

る
。

除
雪
に
よ
る
道
路
の

確
保
や
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
雪
国

の
生
活
が
守
ら
れ
て
は
い

る
が
、
水
の
確
保
や
水
利

権
と
い
う
大
き
な
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
各
地
区
か

ら
流
雪
溝
整
備
を
希
望
す

る
声
が
多
く
聞
こ
え
て
く

る
。

　

流
雪
溝
の
設
置
に
よ
り
、

冬
の
生
活
を
快
適
に
す
る

た
め
、
水
利
権
や
水
の
確

保
を
町
が
関
係
機
関
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

　

水
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い

政
策
に
よ
っ
て
町
民
の
し

あ
わ
せ
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

質

答
水
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
慣
行
水
利
権
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ

り
、
町
が
指
導
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

区
や
町
内
会
で
よ
く
話

し
合
い
、
合
意
を
得
て
水

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

雪
道
の
克
服
は
、
流
雪

溝
ば
か
り
で
な
く
、
水
が

利
用
で
き
な
い
所
で
は
、

除
雪
で
対
応
す
べ
く
、
今

年
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

機
一
台
を
増
強
し
て
、
作

業
に
あ
た
る
。

　　　

流雪溝 雪国の道路確保のため、
流雪溝の整備促進を！

水の利用については関係者でよく話し合っていただきたい町長佐藤　幸吉　議員

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

▲ 流雪溝があれば便利

町営バス停待合所の検討を望む 平成24年度予算執行についてその他の質問その他の質問

超
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
て
医
療
保
健
介

護
の
連
携
が
は
か
ら
れ
て

き
た
が
、
町
外
介
護
施
設

へ
の
入
所
や
通
所
利
用
が

増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、

急
増
す
る
認
知
症
対
策
が

遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対

策
は
。

　

高
齢
者
の
八
割
は
元
気

な
方
な
の
で
、
そ
の
パ

ワ
ー
を
結
集
す
る
「
高
齢

社
会
の
対
策
係
」
の
設
置

を
。

　

高
齢
者
住
宅
の
構
想
は
、

自
立
を
尊
重
し
つ
つ
共
同

で
の
潤
い
あ
る
生
活
空
間

と
、
生
活
を
支
え
る
体
制

を
取
り
入
れ
た
計
画
を
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
日
本
の

交
渉
参
加
問
題
が
、

今
重
大
な
局
面
を
迎
え
て

い
る
。

　

財
界
な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進

勢
力
は
、
大
き
な
利
益
を

も
た
ら
す
と
位
置
づ
け
、

参
加
す
べ
き
と
政
府
に
圧

力
を
強
め
て
い
る
。

　

し
か
し
関
税
撤
廃
に
よ

り
、
農
産
物
や
医
療
、
環

境
、
労
働
へ
多
大
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。

　

国
民
に
と
っ
て
、
西
川

町
に
と
っ
て
、
何
ひ
と
つ

よ
い
こ
と
が
な
い
亡
国
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
国
民
の
多
く
が

反
対
し
て
い
る
。

　

首
長
と
し
て
、
野
田
首

相
に
参
加
反
対
の
声
を
届

け
る
べ
き
。

質 質

答 答
「
輸
出
が
活
発
化
す

る
」
「
輸
入
品
が
安

く
手
に
入
る
」
な
ど
の
反

面
、
輸
入
増
加
で
国
内
企

業
や
農
家
な
ど
へ
の
影
響
、

規
制
緩
和
に
よ
る
安
全
基

準
の
低
下
、
郵
政
・
共
済

制
度
の
完
全
民
営
化
、
デ

フ
レ
の
進
行
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
や
懸
念
事
項
が
さ

ま
ざ
ま
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
本
町
の
農
業
は
、

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

と
思
う
。

　

ま
た
、
医
療
・
医
療
保

険
の
自
由
化
は
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
医
療

費
の
増
大
を
招
き
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
崩
壊
も
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
山

形
県
、
山
形

県
町
村
会
も

反
対
を
表
明

し
て
お
り
、

私
も
町
村
会

と
活
動
を
共

に
し
て
い
く
。

介護 高齢者の保健福祉　　　
介護施策について

質の高いサービスとなるよう環境整備に努める町長

TPP 環太平洋連携協定への　参加阻止を！
私も反対していく町長青山　知教　議員 飯野　咲子　議員

▲ 実りの収穫

西
川
町
第
５
次
総
合

計
画
「
後
期
実
施
計

画
」
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
年
で
最
終
年
度
を
迎
え

る
が
、
か
か
げ
た
目
標
と

現
在
ま
で
の
評
価
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
、
や
り
残

し
た
課
題
等
に
つ
い
て
第

６
次
総
合
計
画
作
成
へ
ど

う
反
映
す
る
考
え
な
の
か
。

　

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
今

後
の
町
づ
く
り
の
理
念
を

ど
う
考
え
、
基
本
的
な
方

針
を
ど
う
確
立
し
て
い
く

の
か
。
第
６
次
総
合
計
画

と
地
域
づ
く
り
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
。

質

答

総合
計画

町づくりの理念をどう考え、
基本的方針をどう確立するのか

理念は、しっかり歩む元気な町をつくること町長 伊藤　哲治　議員

▲ 24年度予算解説書

町
外
の
介
護
施
設
に

は
、
現
在
25
名
が
入

所
し
て
い
る
が
、
ケ
ア
ハ

イ
ツ
西
川
へ
の
入
所
を
希

望
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　

新
た
な
施
設
建
設
は
、

現
在
の
待
機
者
の
状
況
か

ら
「
ケ
ア
ハ
イ
ツ
西
川
」

で
十
分
足
り
る
と
い
う
県

の
判
断
か
ら
、
３
カ
年
間

の
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
に
は
入
れ
て
い
な
い
が
、

一
人
暮
ら
し
老
人
対
策
と

し
て
高
齢
者
住
宅
等
を
検

討
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
対
策
係
の
提
案

は
、
意
見
と
し
て
伺
っ
て

お
く
。

　

今
後
と
も
保
健
医
療
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
人

と
の
絆
を
生
か

し
な
が
ら
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、

西
川
町
な
ら
で

は
の
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、

更
な
る
環
境
整

備
に
努
め
て
い

く
。

▲ シルバー人材センター技術講習
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　廃
校
利
用

廃
校
を
使
っ
て
働
け
る
場

所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
い
る
。
建
設
的
な
意

見
も
い
た
だ
い
て
お
り
検
討
し

て
い
る
。

　

道
路間

沢
川
橋
か
ら
下
堀
十
字

路
ま
で
の
町
道
を
早
く
拡

幅
し
て
ほ
し
い
。

議
会
で
も
要
望
し
て
い

く
が
、
地
元
か
ら
も
強

く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　

行
政
対
応

町
が
発
行
し
て
い
る
役
職

員
名
簿
を
見
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
役
職
が
あ
る
。
も
っ
と

ス
リ
ム
化
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

確
か
に
旧
態
依
然
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
今
後

見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

　

住
宅
団
地
　

住
宅
団
地
の
販
売
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

早
く
販
売
方
法
を
決
め

る
よ
う
議
会
で
も
急
が

せ
る
。

　
そ
の
他（
携
帯
電
話
）

間
沢
川
に
は
光
ケ
ー
ブ
ル

は
不
要
と
し
た
が
、
山
菜

採
り
が
多
く
、
遭
難
の
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
携
帯
電
話
は
通

じ
る
よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
。

光
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
る
と

基
地
局
ま
で
容
易
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

が
な
い
の
で
大
手
３
社
に
要
望

を
し
て
み
る
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。

と
思
う
が
。

県
内
の
ホ
テ
ル
で
踊
り
食

い
を
出
し
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
地
元
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。▲ 畑地化によって作られた大井沢のほうれん草ハウス

　

福
祉
　

空
き
家
や
一
般
住
宅
を
利

用
し
た
小
規
模
老
人
ホ
ー

ム
が
で
き
な
い
か
。
施
設
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

施
設
待
機
状
況
も
踏
ま
え

る
と
、
現
在
の
「
ケ
ア
ハ

イ
ツ
西
川
」
で
充
足
し
て
い
る

と
見
て
い
る
が
、
今
後
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
く
。

若
い
父
母
の
た
め
に
、
土

曜
保
育
を
要
望
す
る
。

第
1
・
3
・
5
土
曜
日
の

午
前
中
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
外
の
時
間
帯
も
要
望
が
あ

る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
家
族
が
い
る
と
こ
ろ

は
家
族
が
面
倒
を
み
る
と
い
う

の
が
原
則
と
な
る
。

　産
業一

次
産
品
は
こ
の
ま
ま

で
は
微
量
で
終
わ
る
。

個
人
の
力
で
は
出
せ
る
量
も
わ

ず
か
。
荒
れ
て
い
る
田
を
使
っ

て
町
が
腰
を
入
れ
て
対
策
し
な

い
と
山
菜
王
国
は
無
理
。
高
く

売
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
対
策

を
す
れ
ば
、
５
年
後
に
は
出
せ

る
よ
う
に
な
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
調
査･

研
究
し
て
お
り
、

町
に
提
言
書
を
提
出
し
て
い
る
。

畑
地
化
は
今
の
う
ち
に

や
れ
る
だ
け
や
り
た
い

の
で
、
補
助
制
度
を
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
対

策
も
強
力
に
進
め
て
ほ
し
い
。

畑
地
化
は
今
後
と
も
進

め
て
い
く
。
耕
作
放
棄

地
は
、
蕎
麦
の
補
助
が
あ
る
。

沼
え
び
を
志
津
の
名
物
に

し
た
い
。
養
殖
し
て
提
供

し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
の
か
。

値
段
も
良
い
し
採
算
も
取
れ
る

　議
会　

議
員
は
一
般
競
争
入
札
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
内
企
業
育
成
が
で
き
る
の
か
。

原
則
は
一
般
競
争
入
札
だ

が
、
町
は
、
現
在
指
名
競

争
入
札
を
行
な
っ
て
い
る
。

ナ
イ
タ
ー
議
会
や
日
曜
議

会
の
考
え
は
な
い
か
。

他
の
市
町
村
議
会
で
は
長

続
き
し
て
い
な
い
の
で
、

検
討
し
て
い
な
い
。

　

農
業町

が
作
っ
た
月
山
ブ
ラ
ン

ド
が
機
能
し
て
い
な
い
。

ど
う
な
っ
た
の
か
。

月
山
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
優

れ
た
農
産
物
を
認
証
す
る

制
度
だ
が
、
最
近
は
申
請
す
る

人
が
少
な
い
。
今
後
は
農
産
物

加
工
品
も
認
証
し
て
い
き
た
い
。

　7月23日から8月6日にかけ、13地区で議会報告と対話の集い
を開催しました。第3回となるこの報告会では、今回も積極的、具
体的な質問が活発に出されました。各地区から出された意見は下
の表の通りです。参加人数は総勢２００人でした。
　回答は町から引き出したものも掲載しています。今後現地調査等
も予定しているところです。

第３回議会報告と対話　の集い

▲ 間沢地区での集い

答

答答

答答

答

答 答

答

答

答

答

答

要望

要望要望

要望要望

要望要望

要望

要望 要望要望

要望

要望 ●議会・・・・・１８件
●農業・・・・・１５件
●空き家・・・・・８件
●産業・・・・・・７件
●環境・・・・・・７件
●廃校利活用・・・７件
●教育・・・・・・７件
●道路・・・・・・６件
●住宅団地・・・・６件
●行政対応・・・・５件
●防災・・・・・・５件
●流雪溝・・・・・４件
●林業・・・・・・４件
●資源活用・・・・３件
●小水力・・・・・３件
●第3セクター・・３件
●高齢者・・・・・３件
●観光・・・・・・３件
●交通・・・・・・２件
●福祉・・・・・・２件
●その他・・・・・14件
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議
会
運
営
委
員
会

■
８
月
24
日　

第
３
回
定
例
会
の
運
営

■
９
月
14
日　

議
会
報
告
会
の
質
問
・

　
　
　
　
　
　

意
見
等
へ
の
回
答

議
会
全
員
協
議
会

■
９
月
７
日　

定
住
対
策
空
き
家
対
策

　
　
　
　
　
　

等
報
告

■
９
月
11
日　

「
空
き
家
等
の
適
正
管

　
　
　
　
　
　

理
に
関
す
る
条
例
」
に

　
　
　
　
　
　

対
す
る
対
応

■
９
月
28
日　

行
政
評
価
の
最
終
評
価

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
８
月
９
日　

高
齢
者
施
設
・
廃
校
舎

　
　
　
　
　
　

の
利
活
用

■
９
月
５
日　

行
政
評
価

■
９
月
６
日　

行
政
評
価

■
９
月
７
日　

請
願
審
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
９
月
５
日　

行
政
評
価

■
９
月
６
日　

行
政
評
価

■
９
月
７
日　

観
光
誘
客
対
策

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
９
月
12
日　

議
会
だ
よ
り
レ
イ
ア
ウ

　
　
　
　
　
　

ト
会
議

■
９
月
21
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
10
月
２
日　

議
会
だ
よ
り
第
１
回
校

　
　
　
　
　
　

正

■
10
月
５
日　

議
会
だ
よ
り
第
２
回
校

　
　
　
　
　
　

正

■
10
月
10
日　

議
会
だ
よ
り
第
３
回
校

　
　
　
　
　
　

正

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

■
８
月
24
日　

研
修
会
「
議
会
基
本
条

　
　
　
　
　
　

例
制
定
に
つ
い
て
」

　議会活性化の一手法とし
て、今回初めての行政評価

を実施しました。議会で選

択した9事業について、町

による自己評価を受け、議

会全体で議論し最終評価と

しました。その結果を、コ

メントとレーダーチャート

で表しました。

事業名 西川のまちづくり応援団支援事業 総合評価

町の人的財産である応援団の力を生かせるよう、事業のあり方、町
民との交流のあり方、組織の今後の方向性など抜本的見直しが必要
な時期と考える。

町 議会

3 3

事業名 総合産業化推進事業 総合評価

必要性は認めるが、成果が町民にはほとんど見えてこない。根本で
ある１次産業の何を、どれくらい、だれが、どういう体制で進める
のかのビジョンを早く立て、それに向かう体制整備を速やかに図る
べきである。理論だけの先行ではなく、実態のある施策をスピード
を持って展開していくべきである。

町 議会

1 3

事業名 インターネットホームページ運営事業 総合評価

必要性は誰もが認めるところであるが、現在の情報提供方法では効
果が上がっていない。早急に改善し、更新も常に行うよう体制を整
えるべきである。

町 議会

1 3

事業名 町営造林事業 総合評価

町営造林を今後どうしていくのか。場所、樹種、樹齢等を考え、過
去の例にこだわらず施業計画を見直し、育成あるいは利用すべき山
林、残すべき山林、もしくはお金をかけるべきではない山林といっ
た町の政策を打ち出すべきではないか。将来に向けた展望並びにそ
れの基本となる森林データなくしては、木質バイオの利用にも、住
宅政策にも結びつけることは不可能である。

町 議会

2 3

事業名 ブライダルサポート事業 総合評価

行政の力だけでは無理であり、民間の力を大いに活用し、出合いの
場の機会を増やすことが必要といえる。また、結婚推進員の人員、
活動内容、報酬など、成果が残せるようきちんとした考えで改善を
行い、その効果を計るべきである。

町 議会

3 3

事業名 教育旅行拡充推進事業 総合評価

西川町の特に大井沢を中心とした教育旅行は、関係者の努力もあり
ここまで成長してきたものである。今後も充実したものとなるよう、
メニューの改善、受け入れ態勢の整備、他地区との協同の取り組み
など、小さな課題であっても少しづつ改善しながら、充実したもの
となるよう今後の取り組みに期待する。

町 議会

3 3

事業名 除雪ヘルパー派遣事業 総合評価

必要性も高く、効果も上がっている。制度そのものも町民にも理解
されているが、ヘルパーとボランティアとの違いをより明確にする
ことも必要である。また、公平性の確保の面からも、要綱の見直し
に当たっては留意することが必要である。

町 議会

3 3

事業名 マイロード整備事業 総合評価

住民の理解も得られ、地元自ら必要な箇所を選び取り組んでおり、
必要性は高いと理解できる。今後も住みやすい地域づくりの事業の
一つとして継続すべきものである。

町 議会

2 2

事業名 西川町子育て支援事業 総合評価

少子化対策事業として更なる拡充を希望するが、西川町の子育て支

援事業が総合的にわかるよう、周知方法に工夫をすること。

町 議会

1 1
町と議会による初めての行政評価

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

必要性

効率性

妥当性成果

評　
　
　

価

評　価　基　準

１　拡充する

２　現状のまま継続する

３　改善し継続する

４　見直しのうえ縮小する

５　期間設定し終了

６　廃止する

必要性

効率性

妥当性成果

2020
1515
1010
55
00

レーダーチャート

議会
町

議会の動き議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動ききききききききき議会の動き

行政評価に9項目を選択！
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『 若い人 』シリーズ　2

会　長　佐　藤　英　史 さん （下　堀）

　

間
沢
若
衆
会
は
、
平
成
16
年

に
結
成
し
ま
し
た
。　
　
　

　

若
い
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
交
流
を
と
お
し
て
、

地
域
に
活
力
を
つ
け
た
い
と
の

考
え
が
ま
と
ま
り
、
有
志
20
人

ほ
ど
で
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の

後
今
日
ま
で
会
員
も
増
え
、
現

在
は
39
人
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

会
に
は
規
約
な
ど
は
な
く
、

固
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し

て
い
ま
す
。
定
例
会
は
、
２
ヵ

月
に
１
回
位
の
ペ
ー
ス
で
会
長

の
号
令
で
集
ま
り
ま
す
が
、
議

題
は
当
面
の
事
業
の
計
画
が
主

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
の
大
き
な
目
標
で

あ
る
地
域
に
活
力
を
つ
け
る
に

は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
会
員
の
ほ
と
ん

ど
が
、
公
民
館
や
消
防
団
な
ど

の
役
員
を
積
極
的
に
担
い
、
将

来
の
地
域
を
守
る
素
地
が
培
わ

れ
て
い
る
の
か
な
と
見
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
年
間
を
と
お
し
て
会

の
大
き
な
行
事
の
ひ
と
つ
に

「
間
沢
納
涼
夏
祭
り
」
が
あ
り

ま
す
。
区
、
各
町
内
会
の
協
力

で
地
区
上
げ
て
の
行
事
と
な
り

ま
す
し
、
夏
の
ひ
と
時
を
区
民

総
出
の
賑
わ
い
に
よ
っ
て
、
日

頃
の
疲
れ
を
飛
ば

し
、
地
区
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
す
。
準

備
か
ら
当
日
の
役

割
ま
で
と
大
変
さ

は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
参
加
者
が

楽
し
く
賑
わ
っ
て

い
る
の
を
見
る
と

役
割
の
大
き
さ
を

感
じ
嬉
し
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の

中
に
は
会
社
の
役

員
や
社
長
と
い
う

立
場
に
あ
る
人
も
い
ま
す
。
会

社
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
時
の
、
会
員
同
士
の
協
力

に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
、
成
功
へ
の
一
端
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
で
の
駐
車
場
の
整

理
員
の
役
割
な
ど
は
そ
の
ひ
と

つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
は
10
月
20
日
・
21
日
の

「
に
し
か
わ
秋
ま
つ
り
」
や
11

月
11
日
の
「
月
山
青
春
音
楽

祭
」
で
の
協
力
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
が
強
制
的
に
参
加
を
強

　

秋
の
田
の

　
　

か
り
ほ
の
庵い

ほ

の　

苫と
ま

を
あ
ら
み

　

わ
が
衣こ

ろ
も
で手
は　

露
に
ぬ
れ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
天
智
天
皇
）

　

歴
史
に
残
る
暑
い
夏
が
終
わ
り
、

彼
岸
も
過
ぎ
、
た
ち
ま
ち
さ
わ
や
か

な
秋
の
佇
ま
い
の
中
…
。
春
夏
秋
冬

を
体
感
で
き
る
日
本
は
す
ば
ら
し
い

国
で
す
。

　

一
方
で
、
国
政
の
行
方
や
尖
閣
諸
島

を
め
ぐ
る
隣
国
と
の
問
題
な
ど
重
い
課

題
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
考
え
、
声
に
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
政
も
同
じ
で
す
。
日
ご
ろ
寄
せ

ら
れ
る
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
て
、

し
っ
か
り
町
政
に
反
映
し
た
い
と
願

い
、
議
会
活
動
に
、
そ
し
て
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
健
康
に

ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤　

耕
二
）

発
行
／
山
形
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平
成
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10月
15日

発
行

82号

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

井
場　

榮
治

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

奥
山　

敏
行

　

副
委
員
長　

横
山　
　

修

　

委　
　

員　

飯
野　

咲
子

　

委　
　

員　

佐
藤　

耕
二

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
　後

編
　後

編
　後
　集
　記

間
ま

沢
ざ わ わ か

若衆
しゅう

会
か い

の活動

い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
無
理

を
し
な
い
活
動
に
よ
っ
て
長
続

き
す
る
会
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
会
で
す
が
、

地
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
を

今
後
と
も
お
願
い
し
ま
す
。

▲ にしかわ秋まつりは俺たちが盛り上げる

次回定例会は
１２月です

皆さん傍聴して
みませんか
インターネットでも
ご覧いただけます

議会へのおさそい


